
地方創生SDGs課題解決モデル都市 北海道厚沢部町（2024年）

子育て支援お米ギフト制度の導入 官民連携でデジタル化＆町の魅力を強化

地域経済の活性化とともに、子育て世帯をサポートすることで
関係人口の増加や新たな移住者の呼び込みなどにつなげる

食育を含めた子育て支援の強化
地場産品の消費拡大
町民の地元農産物への愛着度の向上

子育て支援事業をスムーズかつ効率的に実施
若者住民への地元農家の効果的魅力発信
⇒地元生産者との繋がり強化へ

＜申込～配布の流れ＞
①中学生以下の子どもがいる世帯に対して、
厚沢部町から子育て支援お米ギフトの案内を送付
②対象世帯の親が好きな米を選び、ネットで申込
③秋になったら米農家から子育て世帯に新米を届ける

地域産品の流通支援を行う、株式会社キッチハイクが提供す
るeギフトシステムの導入で申込フローをデジタル化、紙ではな
くスマホで申込が完結する。
ギフト企画から農家さん連携、さらに農家や町の魅力発信を
実施。

物価高騰による子育て世帯の負担増加
農家の収入及び雇用機会の減少
子育て世帯数や出生数の著しい減少に
よる地域の将来的発展の危惧

厚沢部町が抱える地域課題を解決するため、中学生以下の子どもがい
る世帯を対象に町内産米を贈る子育て支援事業を実施。物価高騰の
影響を受けている子育て世帯の家計を助けると共に地場産品の消費
拡大を図る。

厚沢部町が抱える地域課題あっさぶ官民連携子育て支援事業
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